■タイトル：
絵本の多読プロジェクト
■制作者：
山口　真帆子　（尾関さんのプロジェクト本の続き）

■対象学習者：
ゼロ初級者。来日１ヶ月程度で、ひらがなカタカナは読める程度

　　　　　　　　小学校４年生の女の子と、６年生の兄弟。



父は日本語と英語を話せるが、母は英語のみ。

■学習状況：


２年で帰国する予定の兄弟が一般の小学校に今秋に入学する。学校と自宅学習を進め、どちらの言語も延ばしたい、というのが親の希望。まずひらがなカタカナの習得を進め、その後、どのように言語だけでなく、学習意欲も延ばしていくかが課題。

■概要：
１）コンセプト

「自分の興味をしり、それを広げる」ということで、２年という限定がある中で、言語間で移動があっても、興味関心をとめるべきではない、と考えた。そこで、小学校での授業にできるだけ即した形で、しかも自分が興味のある部分を特定していけるよう、絵本を中心とした多読の機会を設ける。

２)アセスメントタスク

・　本レポートの内容、レポート数＝読んだ本の数

・　他の児童とのやりとり　（criteria↓）

(作る側)伝えられたか／質問に答えられたか／同じﾄﾋﾟｯｸでいろいろな本を読んで、

違いや、同じところを見つけられたか

(読む、聞く側)　分かったか／感想をいえたか／

わかるところとわからないところを整理して話せたか

３）流れ

＊プロジェクト本「鼻の穴」（参考：尾関さんのプロジェクト報告）

「鼻の穴」という絵本を読み、自分の鼻や、動物の鼻について読む･･･Guided reading

 　　↓

小４では動物関係という内容が理科の授業で扱われる可能性がある

小６では体の仕組みという内容が理科の授業で扱われる可能性がある

　　↓

図書室で関連の本を用意してもらう（図書室にあるものや地域やACCUから取り寄せ）

　例：小４向け（イルカやかばなどの写真入りの動物絵本）日本語、英語両方用意

　　　小６向け（体のしくみ、などの科学絵本）日本語、英語両方用意

　　↓

本を読んだ後、本のレポートを書く
←→　他の人の本のレポートとshare

　＊どこがよかったか（英語でも可）

　＊好きなところの日本語（ことば⇒文⇒文章へ）を書く

　＊わからなかったこと、もっとしりたいこと←→日本語の先生、クラスの先生にきく

　　↓






　↓

特に興味のあるﾄﾋﾟｯｸの本を絞って選んでいく
　（次のプロジェクト本の選定へ）

　　↓

　　↓

１つのプロジェクト本からいくつかの

関連本の本レポートを書く

他の生徒の本レポートを読む、話す、聞く





興味のあるﾄﾋﾟｯｸを日本語だけでなく英語で調べる

（他のタイプのテキストにあたる）

　　↓

Mainクラスの日本人生徒とShare Readingをする

＊英語を勉強したい子のボランティアを募る？

　＊総合の時間に日本人生徒とともに調べ学習の一環として時間をとってもらう

　＊自分の興味をみんなにアピールし、もっと情報を得られる雰囲気を作る

■制作者の反省・感想：
実際には他の方の状況から考えたもので、私は直接関われないので、ちょっと理想的すぎるプロジェクトかと思いました。実際に図書室の方への協力や、その対象の子達が日本語の授業や、クラスの授業を差し置いてこのような調べ学習にどれほど費やせるのか、なかなか現実は厳しいか･･･とも思いましたが、いつか取り組みたいと思います。

＊自分の読みのﾌﾟﾛﾌｨｰﾙができる


＊他の外国人児童への情報発信


　　↓


レベル別、興味別の


絵本リスト


多読マップ　　　作成へ








